
横
浜
市
消
防
局

戸
塚
消
防
署
深

谷
消
防
出
張
所

所
長
の
あ
い
さ

つ 【
消
防
士
に
よ
る
指
導
】

●
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
場

合
、
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
ま
す
。

●
「
大
丈
夫
で
す
か
、
分
か
り
ま
す

か
」
と
何
回
か
声
を
掛
け
て
、
意
識

の
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
周
り
に
い
る
人
に
、
助
け
の
声
掛

け
を
行
い
ま
す
。
人
が
来
た
ら
、
救

急
車
を
呼
ぶ
人
と
、
A
E
D
を
取
っ

て
来
る
人
を
決
め
て
依
頼
し
ま
す
。

の実技研修会がおこなわれました。
2月15日(土)10時より第１集会所で、多くの皆さんにAEDの扱い方を知って頂くための講習会を開催しました。

出席者は、３０人でした。

指導は、横浜市消防局 戸塚消防署深谷消防出張所の所長と消防士の方々です。

最初は、所長より、「救命の連鎖」、「＃７１１９」のお話がありました。（詳しくは下記）

次に消防士による「心肺蘇生方法とAEDの取り扱い」のデモンストレーションがあり、その後、参加者が３グループに分

かれて実践しました。

最初は、緊張して行っていましたが、みんなで声を掛け合いすぐに緊張も取れ、有意義な講習会でした。

■救命の連鎖とは
１ 心停止の予防

成人の突然死の主な原因である心筋梗塞や脳卒中の初期症状に早く気づくことです。

２ 心停止の早期発見と通報
突然倒れた人や反応のない人を見たら直ちに心停止を疑い大声で応援を呼び１１９通報とＡＥＤの手配を依頼します。

３ 一次救命処置
直ちに心肺蘇生（胸骨圧迫）とＡＥＤを実施します。心肺停止傷病者の社会復帰において極めて大きな役割を果たしま

す。

（横浜市のガイドでは、心肺蘇生（胸骨圧迫と人工呼吸）の人口呼吸は除外しています）

■＃ ７ １ １ ９ （横浜市救急相談センター 年中無休／２４時間対応）

急な病気やケガで、病院・診療所に行くか、救急車を呼ぶか迷ったとき、電話で相談する

救急電話相談 看護師が対応
●緊急性が高ければ、そのまま１１９番へ転送

●緊急性が低ければ、病院や診療所を案内

※横浜市では、救急車７７台 救急件数が２１万件/年（戸塚区では１万５０００件/年）２分28秒に１回救急車が

出動している。 救急車の平均到着時間 ９分



す識

●
呼
吸
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
呼

吸
が
無
い
場
合
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
行
い
ま
す
。

●
胸
の
真
上
を
、
両
手
を
重
ね
て
、

真
下
に
押
し
ま
す
、
深
さ
は
５
～
６

ｃ
ｍ
。
絶
え
間
な
く
推
す
。
１
分
に

1
0
0
～
1
2
0
回
で
す
。

●
A
E
D
が
来
た
ら
、
「
あ
な
た
は

A
E
D
が
使
え
る
か
確
認
す
る
。
使
え

る
人
が
A
E
D
を
開
け
て
、
A
E
D
の

指
示
通
り
パ
ッ
ト
を
付
着
す
る
。

●
A
E
D
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

な
場
合
、
「
倒
れ
た
人
か
ら
離
れ
る
よ
う

に
」
、
「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す

よ
う
に
」
と
音
声
の
指
示
が
あ
り
ま
す
。

電気ショック後も、救急車が来るまで、

心臓マッサージは継続します。

「
大
丈
夫
で
す
か
、
分
か
り
ま
す
か
」
、
意

識
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
倒
れ
た
人
が
、
急
に
起
き
上
が
る
場
合
が

あ
る
の
で
注
意
。
）

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
胸
の
真
上
を
、

両
手
を
重
ね
て
、
体
重
を
の
せ
て
真

下
に
押
し
ま
す
。
女
性
で
も
O
K
。

「
A
E
D
の
音
声
ガ
イ
ド
と
パ
ッ
ト
の
貼
る

場
所
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
通
り
行
え
ば
、
で
き

ま
し
た
」

ダ
ミ
ー
（
練
習
用
人
形
）
を
使
っ
て

練
習
を
し
ま
し
た
。
。

実技研修をしました



このAEDが県ハイツのAEDです。現在は

管理棟の正面入り口に２４時間使える状態

で置いています。


